
別紙                          工場又は事業場敷地面積等届出書の 
                            記入例及び記載説明 

 

※ 添付書類 
「工場又は事業場」が 

  所有である場合 

位置図・平面図・面積を証明する書類 

（原則として登記簿謄本） 

但し､所有地を貸付けている場合は､当

該敷地に係わる部分を平面図に図示し､当

該貸借関係を証明する書類を添付｡(賃貸

契約書の写し等) 

  借用である場合 

位置図・平面図・借用を証明する書類 

（賃貸契約書の写し等） 

  その他の場合 

① 共同使用の場合 

位置図･平面図･共同使用関係を証明す

る書類 

② 本市施設を使用又は占用している場合 

位置図・平面図・許可書 

(1) 届出義務のある事業者について記入する。

(2) 所在地の欄は、住居表示で記入する。

　

(1) 該当するものを○で囲む。

(2) 「その他」とは、共同使用もしくは本市施設

を使用している場合等をいう。

　 　

〈例〉 ・共同使用……共同使用
・本市施設の使用又は占用……当該施設の
使用又は占用許可番号

「所在等の区分」で、その他を○で囲んだ場合に
その内容を記入する。

（所在等の区分）

（備　　考）

（事 業 者）

(1) 毎年３月３１日現在の面積を記入する。

(2) 所有の場合は、登記簿に記載されている面

積を記入する。

但し、他に貸付けている面積は除外する。

(3) 借地の場合は、当該借地面積を記入する。

(4) 共有・共同使用の場合は、その持分比率に

応じた面積を記入する。

(5) 本市施設を使用及び占有している場合は、

許可面積を記入する。

(6) 敷地面積に１㎡未満の端数がある場合には

小数点第２位までとし、第３位以下は切捨と

する。

(7) 合計欄には臨港地区内と港湾区域内の小

計を加えたものを記入する。

(1) 地番を記入する。

(2) 欄が不足する場合は継続紙を使用。

(1) 水域占用位置を記入する。

(2) 欄が不足する場合は継続紙を使用。

　　　＜港湾区域内＞

（敷地面積）

（工場又は事業場の所在地）

　　　＜臨港地区内＞

（事業者）

○○町1,2,3番地 30,000  ㎡

○○町4番地 4,000

○○町5番地 2,000

○○町6番地 5,000

小　　　計 41,000

○○町８番地先 3,000

小　　　計 3,000

44,000

工場又は事業場敷地面積等届出書

平成　○ 年 ○ 月 ○ 日　

（あて先）　川 崎 市 長

主たる事務所の所在地 川崎市川崎区○町1番地

川崎商事㈱　川崎営業所

所長　川　崎　太　郎

名 称

代 表 者 の 氏 名

所有･借用・その他

　川崎市港湾環境整備負担金条例第6条第1項及び第2項の規定により、工場又は事業
場の敷地面積等を次のとおり届け出ます。

所 有 等 の 区 分

所有･借用・その他

所有･借用・その他

敷　地　面　積

港
湾
区
域
内

所有･借用・その他

所有･借用・その他

水域占用第○○号

所有･借用・その他

工場又は事業場の所在地 備　　　　　　考

臨
港
地
区
内

△△会社貸付 2，000㎡

○○会社から借用

共同使用

ふ頭用地第○○号

所有･借用・その他

合　　　　　計

 但し、他に貸付けている

 面積は除外し、備考欄に記載する。

令和


